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「Blue Impulse（青い衝撃）」…まさしく青い衝撃の連続であった青ジャ１４３名の諸君…。卒業おめでとう。明日、君たちは義務
教育９年間の最後の日（正式には３月３１日まで西中生だぞ）を迎える。この小１から中３までの９年間、君たちにとってどんな意味の
ある歳月だったのであろうか…ただ単純に身体が、体重が成長した（■男子□伸長（小 1/117 ㎝）➡中 3/168 ㎝□体重（小
1/22 ㎏➡中３/５９㎏ ■女子□伸長（小１/116 ㎝➡中 3/157 ㎝□体重（小１/２３㎏）➡中３/51 ㎏…男女の年代別平均値）
だけではないはずだ。2025.3.14…卒業式というこの日は、義務教育９年間で君たち自身が人としてのどのように成長したかが問
われる日でもある…ひとつの結果が現れる大切な 1日なのだ。その卒業という日の前日…「Blue Impulse」の諸君に対し、最後の
指導をする。校長になってからほぼ毎年、同じようなことを言っているが、それは義務教育最後の日を迎える君たちに、絶対に伝えなく
てはいけないという信念からだ。みずほの丘の校長からの最後の「ボヤキ」だと思って、耳を傾けてほしい…。 
■2025.3.14 朝…、この日くらいは自分で起きろ。そして窓を全開にし、朝日を全身に浴び、新鮮な酸素を深く吸い込め。まだ肌
寒いピリッとした空気の中、卒業という１日をイメージしろ。「今日という日をどう生きるのか…？」「この１日、どんな自分でいたいのか
…？」「最後の授業…卒業式にどう挑むのか…？」。あの大きなランドセルを持て余した小学校入学時から、今日までの自分を想起し
卒業式に臨め。４月１日からの新生活と新しいステージで躍動する自分を想像し、ちょっと先の未来を意識し卒業式に向かえ。…義務
教育最後の１日、将来の家族に語ることのできる深い１日にしてほしい…。■緊張の１日だ、朝食をしっかりと摂れ。そしていつもより
念入りに身だしなみを整え、玄関先で親と家族と照れずに向き合え。そして大きな声で「ありがとうございました…」と心の底から発
し、深々と頭を垂れろ。義務教育最後のこの日、君たち以上に「成長」という２文字に敏感なのは、ここまで君たちを育て支えてきた親
であり家族だ。この日は家族にとってもひとつの大きな節目となる「卒業」という１日なのだ。そんな家族の想いに応えられない君たち
なのであれば、義務教育の９年間など何の意味も持たない…。■最後の登校…。この通学路の景色を、匂いを、音を…脳裏に刻み込
め。そして、一緒に通う友を、遠くから見守る人たちを感じながら「歩」を進めろ。地域の多くの方々がいかに君たちを支えてくれたか
わかるはずだ。これからの社会をリードしていく君たちだ。支えてくれたすべての人たちに、「お世話になりました…」と心から礼を尽く
しけじめをつけろ。ここで感謝を伝えられないようであれば、４月からの新生活で全く通用しない人間でしかない。■教室で顔を合わ
せる Blue Impulseの仲間たち。この先の人生において青ジャ１４３名の全員が顔を合わせるのは、ほぼ間違いなく明日が最後であ
ろう…。義務教育最後の日、君たちは仲間とどのように臨むんだ。「笑顔で…」「感動で…」「涙で…」「歓びで…」。…どんな感情の
高まりがそこにあっても構わない。…ただ、そこに「友」がいる幸せを心から感じること…。少なくても君たちが今まで無事に学校生活
を送ってこられたのは、絶対に「友」のおかげだ。忘れるな、明日の卒業する１４３名が一生の「友」であることを…。■そして…君たち
の中学校生活を支えてくれた 西中学校職員に対し君たちの気持ちを伝えてほしい。特に３学年担当職員７名＋みとせの職員は、心
穏やかではない…。明日という日を迎えるにあたり、君たちとの 3 年間の日々が走馬灯のように巡っている。照れることも、かっこつけ
ることも、かしこまることも、気取ることもない。ただ、素直で直向きな今の気持ちを、眼の前の職員に伝えてくれ…。たったそれだけで
私たちは報われる。…なぜなら、それは「先生だから…」。なぜなら、それは「君たちを愛しているから…」。 
緑・赤の在校生諸君、「Blue Impulse」の雄姿を瞼に焼き付けろ。いつも前向きで、心優しく、友だちが大好きで、先生を慕い続
け、裏付けのない自信にあふれ（笑）、とにかく自己肯定感の高い…そして誰が何と言っても「西中が大好き…」な「Blue Impulse」
たちを…。いま、西中の未来は緑ジャ・赤ジャの双肩に受け継がれた…。更に前へ「歩」を進めろ！「踏み出さなければ、はじまらな
い！」ことを青ジャは教えてくれた。もっと「西中を好きになれ！」。好きにならなければ Well-Being などおとずれないことを青ジャは
体現してくれた。西中をもっともっと幸せな場所にしていこう…。 

2025.3.14義務教育最後の日…「感謝のありがとう」と「希望のさようなら」に満たされたWell-Beingな1日にしてほしい…。 
ご卒業、おめでとうございます。                                            （富士見市立西中学校長 堀川 博基） 

 
 
 
 
 

令和６年度  富士見市立西中学校 

第 46回 卒業式 を迎えるにあたり… 

143名の ✈Blue Impulse✈の諸君… 

卒業 おめでとう！ 

祝・卒業 青ジャ 143名の Blue Impulseたちよ… 

■Blue Impulse は、うつ向いている人、落ち込んでいる人を
天を仰ぎ、胸を張らせるために蒼天を飛翔しているそうだ
…。人に前を向かせるために努力する…なんて素敵な理念な
んだろう…。青ジャ 143名の西中 Blue Impulse の諸君！君た
ちもそんな人になってほしい…。人に希望を与える…。君た
ちもそんな志を持ってほしい…。さあ、天空を翔け抜けろ！ 

…卒業､おめでとう！ 
 

 

三送会、卒業式練習から… 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
令和 6年度 西中学校表彰 

 

■埼玉県教育委員会生徒表彰 
／〇〇 〇〇 

■埼玉県体育協会体育優良生徒 
／○○ ○○ ／○○ ○○ 

■埼玉県産業振興会中学校優良生徒 
／〇〇 〇〇〇 

みんなの努力は、西中生全員が知っている。君たちは
西中の誇りだ…。中学校 3 年間の努力の証だ。胸を張り
賞状を受け取れ…。表彰、おめでとうございます。 

令和 6年度 第 46回卒業式 指揮、伴奏者 
 

■校歌斉唱 
指揮／〇〇 〇〇  伴奏／〇〇 〇〇 

■卒業生･在校生合唱 『旅立ちの日に』 
指揮／〇〇 〇〇  伴奏／〇〇 〇〇 

■卒業生合唱 『群青』 
   指揮／〇〇 〇〇  伴奏／〇〇 〇〇 
 義務教育最後の大仕事…。渾身に腕を振れ！思いのたけを鍵盤
にたたきつけろ。この仲間で合唱を奏でるのは、本当に明日が最
後だ！悔いを残すな！ 

🏃 

「1・2 年生…あとは任せた！」「３年生、任せてください」 三送会 

卒業式までちょうど１週間を数える３/7…。体育館は、令和６年度の全
生徒４０５名が集う…多分、人生最後の日だという事実を感じつつ…さみ
しさと興奮が入り交じった雰囲気に包まれていた。三送会…それは生徒
が自分自身の気持ちで主体的に「感謝」や「ありがとう」を感じるられる
大切なステージだ…。後輩から先輩に…、先輩から後輩に…。 
生徒会、在校生は３学期をほぼこの準備に費やした。体育館の Blue 

Impulse の装飾、吹き抜けの飾り、各学年のパフォーマンス…すべてに
在校生の卒業生に対する感謝が込められている。恒例の３年間のエピソ
ード…いま笑いながら振り返ることのできる様々な出来事…本当にいい
思い出だったんだと思う。生徒同士、先生とのつながり…その絆の深さに
あらためて西中のあたたかさを感じた。 
■１年生の『友よ～この先もずっと～』。１年生なりに先輩への想いを

のせた心が晴れるパフォーマンスだった。１年生の想いは「本当ありがと
う 友よ」の歌詞に刻み込まれている。■２年生…一緒にがんばった時間
を象徴するように『３月９日』の歌詞にのせた。先輩たちは常に「まぶたの
裏にいることを」で卒業生との永遠の絆を誓った。■在校生で卒業生を
囲んでのパフォーマンス…歌は『にじ』…「きっと明日は いい天気」。もう
これ以上のエールの言葉はないだろう。卒業生の前途は「日本晴れ」だ！ 
■そして、３年生の惜別のパフォーマンス…こんなにも心に沁みる『遥
か』（GReeeeN）は初めてだ…「窓から流れる景色変わらない この街 
旅立つ…」。卒業がこんなに切ないとは、別れがこんなにさみしいとは
…。「あなたの誇りになる いざ行こう」最後の一小節に込められた思い
が、本当に心に沁みた。素晴らしい三送会だった。 
別れは人を成長させる。１・２年生…卒業生の想いをしっかりと引継

ぎ、西中が心のよりどころとなるよう盛り立ててくれ。卒業生よ！ひたすら
前を向け、君たちにとって西中はもう過去のものだ…。明後日からはただ
前を向き、新年度からのエネルギーを蓄えてくれ…。 
そんな、卒業生・在校生・教職員の心がかよう三送会だった。 
 
 
 
 
 

西中スクール・アプリをMiley PTA から 

LINEスクール連絡帳 
         へ４月（４月１日予定）より変更します 

ご活用いただいているスクール・アプリですが、令和７年度４月
１日（予定）より、LINE・スクールに変更します。理由は… 
■機  能／今年１月に発表されたアプリなので後発の分、使 
いやすさや機能等がとても充実しています。汎用性もあり、 
今後集金等も含め様々な応用ができます。 

■費  用／現在使用料を払っていますが、このアプリについ 
ては令和７年度無料、令和８年度からもオプション料金しか 
支出しなくて済んでしまいます。 

  ■安  心／運営会社のホスピタリティも安心でき、緊急事態 
の対応もより効率的に進めることができます。 

 変更の詳細については、この後案内を送付いたしますので、そ
れを参考に変更をお願いいたします。変更に伴いマイリ―の使用
は、３月２８日位を期限とさせていただく予定です。 

 
 

📒卒業アルバム配布しました📔 
卒業アルバムを配布しました。卒業生 
はキャーキャー言いながらページをめく 
っています。そして、サインペンを持ちな 
がら寄せ書きを交換しています。アルバ 
ムのページが黒く染まっていく…。青春 
そのものです。今年度のアルバムの表 
紙…私が書かせてもらいました。富士山 
から飛躍する Blue Impulse…です。 

 
 
 

♥♥♥♥赤ジャ（２年生）Heart学年／卒業式を頼んだぞ！♥♥♥♥ 
赤ジャの諸君、明日の卒業式…君たちの支えにかかっている。卒業生は
涙に暮れて歌など唄えない…恐れがある…!? そこをフォローできるのは
君たちのハートだ。君たちの歌声で、立ち振る舞いで…卒業式を成功させ
てほしい。頼んだぞ！令和７年度の主役たち…! 

 
●緑ジャ（１年生）グリーンピース／明日は心から思い出そう…３年生を● 
緑ジャの諸君、今日の準備はありがとう。君たちが唯一返せる心遣いの
証だ。明日は参列できない…でも感謝を伝えることはできる。午前中いっぱ
いくらいは、３年生を思いだし、幸せを祈ってくれ…。たのむぞ…！ 

 
■卒業生保護者の皆様／９年間の義務教育へのご支援いただき心より感
謝申し上げます。今後ともみずほの丘の西中へのご支援・ご協力をよろしく
お願いいたします。何かあれば…校長室の扉はいつも開けてあります…。 

菅野先生…大きい!? 

笑顔最高！ 

くす玉…無事に割れました 

一応、校長デザインです 


